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 Abstract:  A web-based knowledge sharing system was experimentally developed on the 
LAN using the INTERSAT communication system, at Syowa Station during the wintering 
period of the 47th Japanese Antarctic Research Expedition (JARE47, 2005-2007). The 
system works on “wiki”, which is a collaborative technology for organizing information 
on web sites. Wiki allows users to catch up on information produced by various activities 
at the station to date, linking and tracing among a large number of pages. A number of wiki 
systems have been developed under the GNU General Public License. JARE47 
experimentally introduced a “PukiWiki” system in which all data are stored in hypertext 
format, and binary files can be attached to any pages. PukiWiki is able to extend its 
functions by using plug-ins, which allow users to modify the system. The wiki at Syowa 
Station was started on a small scale and expanded to permit storage of data entered by 
individual members, and to permit sharing of information up to date among all members, 
becoming a portal site for wintering members. During the complicated operations in 
summer season when many groups pursued the individual fi eld activities, wiki played an 
important role for reconfirming and modifying procedures among members, as the key 
station around the Syowa area.

























































































Fig. 1. Top page of the “Syowa Station Wiki”. Current schedule and specifi c topics are indicated at the top.
















































認できた 2006年 6月になって，Wikiサーバー用に固定 IPアドレスを取得，ファイアー
ウォールの設定により極地研究所内からも昭和基地Wikiにアクセスできるようにした．今
後予定されている内陸旅行隊などの行動経過を国内関係者から直接参照できる環境を整え，
図  2　昭和基地Wikiのシステム構成．Unix系の OS上にネットサーバーとなる XAMMPを導入し，
その上で PHP言語で記述された PukiWikiを稼働させた．ユーザーは，それぞれの PCからウェ
ブブラウザを用いて PukiWikiにアクセスする．
Fig. 2. System components comprising the “Syowa Station Wiki”. PukiWiki works as a PHP program on

















図  3　通路棟防火区画 Aに設置した閲覧用 PC．基地内 LANに接続して，昭和基地Wikiから
リアルタイム情報を抽出して表示している．
Fig. 3. A kiosk terminal PC installed in fi re prevention area A of an enclosed passageway. Real time
information is indicated on the screen.
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表  2　昭和基地Wiki運用項目







































































































































































シャル・レポート「Internet encyclopaedias go head to head」を 2005年 12月 15日に公開し，
Wikipediaが誰でも編集することができる無料のオンライン百科事典としてブリタニカに近
づいていると報告している（http://www.nature.com/nature/journal/v438/n7070/full/438900a.html）．
生活空間が基地管理と密接に結びついている環境で，隊員各自が情報の整理・集積に貢献す
ることは，現場積上げ型の知識データベースとして有効に機能する可能性も大きい．
総じて，昭和基地Wikiを実際に運用してみて，このような CMSを用いた基地運営マネー
ジメントが有効に機能することは確認できた．特に，隊員間や基地―国内間の情報共有に非
常に有用であることを実感した．第 47次隊がもう一度越冬するとして，昭和基地Wikiのな
い運営は考えにくいほどである．最終的に昭和基地Wikiに蓄積されたデータ量は 1 GBにの
ぼるが，日常の業務に昭和基地Wikiを利用していく行為自体がそのままデータのストック
となるため，別の形でデータを集約しなおす必要がないのも CMSを利用する大きな利点の
一つである．
PukiWikiは，PHP言語にさえ精通していれば柔軟に機能を拡張できる CMSであるため，
基地運営マネージメントシステムを試験的に構築し，CMSに要求される仕様の発掘とその
実用度を評価するという課題に充分対応できた．ほとんどすべての開発プロセスを昭和基地
で実際に活動している隊員の手で実施した意義も大きい．現場の生の要望を同時進行的に集
約し機能を実現していくというプロセスは，現場の実情に即し本当に必要とされるシステム
仕様を明らかにしていくという意味で，昭和基地Wikiを育てていくプロセスそのものが，
別の意味でのコラボレーションツールとして機能したともいえるだろう．今後，本格的に
CMS・GW・SNSを導入するとして，必ずしも第 47次版昭和基地Wikiの継続使用にこだわ
る必要はないが，第 47次隊活動終了時において完成された形態に組み込まれ利用された要
素は，今後も最低限要求される仕様であると考えて差し支えないだろう．逆に，今回の試み
によって，システムに要求される仕様のすべてを網羅できたとは考えていない．むしろ，
CMSや GWに要求される仕様は観測隊の変遷と同時に今後も変化し続けるであろう．また，
特定の仕様を押し付けてしまうことは，かえって利用者のストレスを増大させ，結局は放棄
されることにつながりかねない．そこで重要なのは，現場の要求に応じて臨機応変に対応で
きる柔軟なシステムにすることである．
6．おわりに
繰り返し述べてきたように，限られた人員で相当数の設備・機材を管理し，他部門と連携
しつつ多様な業務を遂行しなければならない観測隊にとって，情報を共有し適切な形で記録
しておくことは重要である．航空網が本格的に使用されるようになって，昭和基地付近の活
動も国際化してきており，その任務はますます複雑になってきている．様々な方面で電子化
が進んでいる現在，情報の形態は紙から電子媒体へと変化し，その利便性とは裏腹に，情報
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量の肥大化と個々の PCへの情報の埋没が進行している傾向にある．これらを適切に処理し，
効率的に観測隊を運営していく方策を探ることは今後ますます重要になってくると思われ
る．
第 47次隊で独自に実施した今回の試みは，組織運営を考える意味で検討課題であると思
える．昭和基地での観測事業は，その観測成果が科学界に貢献することを期待されていると
同時に，その特異な環境をある種の実験場ととらえれば，そこで培われた設営を含めた組織
運営技術は，広く社会に還元できる成果となろう．インターネットインフラが整備された現
在の昭和基地で各隊員が役割を分担して行っている基地運営は，組織運営の新たな展開の可
能性を持っている．その意味で，今回の試みを契機として，組織論としてソフト面での実験
的試みを展開していく要素が今後の南極観測事業に組み込まれていくことを期待したい．専
門家集団が基地の管理を担っているが，環境条件が厳しく多くの建物・施設がある南極昭和
基地では隊員参画型社会の実現が基地の安定性・安全性を高めると考えられる．各隊員が自
己の担当業務を遂行しその上で必要に応じて協調作業などの必要性を自覚することが望まし
い姿かと思える．
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